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天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ。願
ねが

わくは御名
み な

をあがめさせたまえ。御国
み く に

を来
き

たらせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく、地
ち

にもなさせたまえ。我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ。我
われ

らに罪
つみ

を犯
おか

すものを我
われ

らが赦
ゆる

すごとく、我
われ

らの罪
つみ

をも赦
ゆる

したまえ。 

我
われ

らを試
こころ

みにあわせず、悪
あく

より救
すく

いいだしたまえ。 

国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは、限
かぎ

りなくなんじのものなればなり。      アーメン 

３６ いまでかけよう 

「 神
かみ

は、その独
ひと

り子
ご

をお与
あた

えになったほどに、世
よ

を愛
あ い

された。 」 

ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

 ３章
しょう

１６節
せつ

a より  

 

・主
しゅ

日
じつ

礼拝
れいはい

前半
ぜんはん

の「子
こ

ども説教
せっきょう

」への出席
しゅっせき

をお待
ま

ちします。 

・教会
きょうかい

に来られない
こ     

時
とき

は、LINEを利用
り よ う

して家庭
か て い

礼拝
れいはい

をおささげしましょう。  

「かみさまのあいは」 こどもさんびか改訂版 ４０ 

 天
てん

の父
ちち

なる神様
かみさま

、今日
き ょ う

は、私
わたし

たちの体
からだ

を作
つく

り、養
やしな

ってくれる食
た

べ物
もの

についてお話
はな

したいと思
おも

います。私
わたし

たちの周
まわ

りには美味
お い

しそうな食
た

べ物
もの

がお金
かね

を出
だ

せばすぐに手
て

に入
はい

ります。その反面
はんめん

、

世界
せ か い

では毎日
まいにち

の食
た

べ物
もの

に困
こま

り、おなかをすかせた人々
ひとびと

も大勢
おおぜい

います。神様
かみさま

どうかそのような人々
ひとびと

に

も食事
しょくじ

が与
あた

えられ、平和
へ い わ

が成
な

りますように。そして、神様
かみさま

に仕
つか

えることのできる強
つよ

い体
からだ

をお与
あた

え

ください。 アーメン 

 
マタイによる福音書 ６章

しょう

８b～１３節
せつ

  旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

ｐ．９ 

「声
こえ

」   

 私
わたし

たちは毎日
まいにち

3度
ど

の食事
しょくじ

のときに感謝
かんしゃ

のお祈
いの

りをしています。生
い

きていくためには欠
か

かせな

い食
た

べ物
もの

が、気候
き こ う

変動
へんどう

のために穀物
こくもつ

、野菜
や さ い

が取
と

れなくなったり、大量生産
たいりょうせいさん

のために体
からだ

に良
よ

く

ないものが使
つか

われたりしています。神様
かみさま

が望
のぞ

まれる糧
かて

とはどういうものなのか一緒
いっしょ

に考
かんが

えて

いきたいと思います。 

貧
まず

しくもせず、富
と

ませもせず 私
わたし

にふさわしい食物
しょくもつ

で私
わたし

を養
やしな

ってください。私
わたし

が満
み

ち足
た

り、

あなたを否
いな

んで 「主
しゅ

とは何者
なにもの

か」と言
い

わないために。貧
まず

しさのゆえに盗
ぬす

み、神
かみ

の名
な

を汚
けが

さないた

めに。（箴言 30章 8b～9節） 

交読詩編（６） 詩編 ２７より   ｐ.２０３ 

「 毎日
まいにち

与
あた

えられる食
た

べ物
もの

 」              



＜せいしょ＞ 

聖書
せいしょ

箇所
かしょ

「聖書
せいしょ

協会
きょうかい

 共同
きょうどう

訳
やく

］ マタイによる福音書 ６章
しょう

８b～１３節
せつ

  新約聖書
せいしょ

ｐ．９ 
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8b あなたがたの父
ちち

は，願
ねが

う前
まえ

から、あなたがたに必要
ひつよう

なものをご存
ぞん

じなのだ。 9 だからこう祈
いの

りな

さい。『天
てん

におられる私
わたし

たちの父
ちち

よ 御名
み な

が聖
せい

とされますように。 10 御国
み く に

が来
き

ますように。御心
みこころ

が行
おこな

われますように 天
てん

におけるように地
ち

の上
うえ

にも。 11 私
わたし

たちに日
ひ

ごとの糧
かて

を今日
き ょ う

お与
あた

えください。 12 

私
わたし

たちの負
お

い目
め

をお赦
ゆる

しください 私
わたし

たちも自分
じ ぶ ん

に負
お

い目
め

のある人
ひと

を赦
ゆる

しましたように。 13 私
わたし

た

ちを試
こころ

みに遭
あ

わせず 悪
あく

からお救
すく

いください。』 

        

              
                   
        
         
          
       

                
         
         
          
       

                 


